
特許と意匠の保護の方法の違い

特許：権利範囲を「文章で表現」する
　　　例：「四角形」

意匠：権利範囲を主に「図面で表現」する

一般に、保護される権利の範囲は、
特許の方が広い

審査期間：意匠の方が早い

権利化までの費用と労力：意匠の方が小さい
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